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人・農地プランの実行に向けた支援体制（案） 

○目的 

実質化が完了した「人・農地プラン」に基づき、農地の集積・集約化を推進するため

に、関係機関の連携・推進体制の機能強化を図りながら、地域の話し合いの継続と地域

が抱える課題解決に向けた支援を行う。 
 

○支援体制（見直しの視点） 

①既存体制の見直し：「人・農地プラン」の実行（集積・集約化）の推進母体として、

支援機能の強化 

②役 割 の 明 確 化：市町村からの支援依頼を待つのではなく、積極的な伴走型支援を展開 

③課題テーマの設定：プランの実行に向けて地域課題を明確化、支援策を検討 

④支援チームの設置：１) 人・農地プランの実行に向けた地域の話し合い支援 

２) 個別課題の解決を目的とした検討チームの構築 
 

○支援体制のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【内容】 

・県全体の現状・課題の整理 

・人・農地プランの実行に向けた支援策の検討 

・関係機関が連携した支援をマネジメント 

  

２．中山間地域課題解決検討 

チーム 

山形県農地集積・集約化プロジェクト会議 
【事務局】 県農林水産部（農業経営・所得向上推進課、農村整備課） 

やまがた農業支援センター、県農業会議 

 

１．樹園地継承課題解決検討 

チーム 

検討結果報告 

課題テーマの 

設定・検討 

★地域の課題解決に重点化した 
検討チーム 

（課題テーマを設定し、解決に向けた

支援策を研究・検討） 

農業委員会・ 

市町村支援 

課題解決型支援 

○地域との意見交換会を開催し、 

地域の現状・課題を共有 

○人・農地プランの策定（見直し）、

「目標地図」の作成に係る助言 

☆プラン実行のための 
地域支援チーム 

（実行に向けた地域の話し合い・目標

地図の作成支援等） 

地域伴走型支援 

検討結果報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈目  的〉 

 ○ 同左 

〈主な所掌事務〉 

○ 人・農地プランの実行に向けた支援施策の検討 

○ 農地の集積・集約に向けた推進方針の策定 

○ 地域が抱える課題の把握・分析および解決に向けた支援策の検討・具体化 

○ 優良事例の県全域への普及拡大 

〈会  長〉山形県農林水産部 技術戦略監 

〈構 成 員〉 

（※地域実情を踏まえた推進を図るため、構成員を追加し体制強化） 

地域の農業委員会代表（寒河江市農業委員会、新庄市農業委員会、米沢市農業委

員会、鶴岡市農業委員会）、市町村代表（山形市、長井市、尾花沢市、庄内町）、山

形県農林水産部（県産米ブランド推進課、園芸農業推進課） 

  （継続） 

山形県農業協同組合中央会、 (公財)やまがた農業支援センター（山形県農地中間

管理機構）、(一社)山形県農業会議、山形県土地改良事業団体連合会、山形県農林

水産部（農業技術環境課）山形県各総合支庁（農業振興課） 

   

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目的】 

 ○中山間地が抱える特有の課題を解決するため、農地の有効活用策等を検討 

【チーム長】 山形県農業会議 
【構成員（案）】 

 市町村農業委員会・農林主管課代表、JA、生産者代表、山形県農林水産部・各総合支庁 等 

【目的】 
 ○果樹王国やまがた再生・強靭化協議会と連携し、樹園地の円滑な継承に向けた支援策等を

検討 
【チーム長】 山形県（農業経営・所得向上推進課） 

【構成員（案）】 
 市町村農業委員会・農林所管課代表、JA、生産者代表、山形県農林水産部・各総合支庁 等 

 

【課題解決型②】中山間地域課題解決検討チーム 

【課題解決型①】樹園地継承課題解決検討チーム 

【目的】 

 ○人・農地プラン実行に向けた取組みを市町村の要請に基づいて、関係機関が連携して支援 

【チーム長】 各総合支庁（農業振興課） 
【構成員（案）】 
 各総合支庁関係各課、やまがた農業支援センター、農業会議 等 

【地域伴走型】地域支援チーム 

「人・農地プラン」支援・検討チームの構成 

山形県農地集積・集約化プロジェクト会議 

資料１－１ 
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「人・農地など関連施策の見直しについて」
(令和３年５月25日農林水産省公表）

対応方向

２ 人・農地プラン

（１）人・農地プランについて、ルールとして継続的に

取り組むべきものとし、法定化を含めて位置付け、

地域住民への理解の浸透を図る。

（２）人・農地プランにおいて、｢農地を将来にわたっ

て持続的に利用すると見込まれる人｣として、多様

な経営体等（継続的に農地利用を行う中小規模の経

営体、作業・機械を共同で行う等しつつ農業を副業

的に営む半農半Ｘの経営体など）を、認定農業者等

とともに積極的に位置付け、その利用を後押しする。

（３）人・農地プランについて、現場で取り組みやすい

環境を整備しつつ、地域で、それぞれの状況を踏ま

え、農地を具体的にどのように利用・活用していく

のか、農業生産をどのようにしていくのか等を話

合った上 で、農地の集約化に重点を置いて、地域

が目指すべき将来の具体的な農地利用の姿（「目標

地図」）を明確化する。

 人・農地プランを、市町村が策定する計画として法定化

 市町村は、既存の地域協議会（地域農業再生協議会等）の場も活用し

つつ協議の場を設け、農業者・農業委員会・農地バンク・農協・土地改

良区等とともに、需要に応じた生産など地域の農業の将来の姿について

話し合い

 例えば、次のような事項について、水田フル活用ビジョンや地域の土

地改良事業の計画等との整合性を図りつつ、地域農業をどのように振興

していくのかという観点に立って協議

・ 地域の所得向上の観点から、どのような作物を生産するか（米から

野菜・果樹への転換、輸出向け農作物の生産、有機農作物の導入等）

・ 今後も農地として利用するエリアをどう設定するか

・ 農地をどう利用していくのか

 これを踏まえて、市町村は、地域の将来の農業のあり方、将来の農地

の効率的・総合的な利用の目標（「目標地図」を含む。）等を盛り込ん

だ人・農地プランを策定

その際、必要に応じて、地域の土地改良事業の計画で定めた農地の大区

画化等を踏まえたプランとする必要

 人・農地プランは、地域の農業・農地利用のマスタープランとなるも

のであり、その策定及び策定後の周知に係るプロセスにおいて、市町村

が農業委員会、農地バンク、農協、土地改良区等の関係機関と連携して、

農業者を始め地域住民への理解を十分促進する必要

今回の「人・農地など関連施策の見直しについて」について

は、地域の人と農地に関して市町村の基本構想を規定してい

る農業経営基盤強化促進法等の改正を検討

３



２．目標地図の作成

○ 地域で持続性をもった農地利用を確保するには、

分散錯圃の農地を物理的にまとまった利用しやす

い農地に変えていく必要。このままでは農業の成

長産業化に支障

○ 農地の集約化は、目指すべき具体的な姿を地図

上に描き、その実現につながる貸借等を進めるこ

とで初めて実現

個々の要望に対応した相対の貸借を重ねること

で自動的に達成されるものではない

○ 地域の内外から、農地を将来にわたって持続的

に利用すると見込まれる人を広く確保し、農地利

用をしやすくする必要

４

出典：農林水産省「平成25年度農地の面的集積に関する市町村実態調査」

経営面積16.4haが、70か所に分散して存在している。
（１か所当たり平均23a。写真は一部。）

最も離れている農地間の直線距離は５㎞。

［分散錯圃の状況］

T県N市の認定
農業者(水稲
専作)の事例



２．目標地図の作成②

人・農地プラン作成までの十分な準備期間

令和３年 令和６年

現在

人・農地プラン

◇ 地域農業について、需要に応じた生

産など将来の姿を徹底して話し合った

上で作成

○ 市町村は、水田フル活用ビジョンや地域の

土地改良事業の計画（農地の大区画化等）等

との整合性を図りつつ、地域の農業の将来の

姿について徹底して話し合い、人・農地プラ

ン（目標地図を含む）を作成

① 地域の所得向上の観点から、どのような

作物を生産するか

米から野菜・果樹への転換、輸出向け農

作物の生産、有機農作物の導入 等

② ①を踏まえ、今後も農地として利用する

エリアをどう設定するか

③ ②の農地をどのように集約化等を進めて

どのように利用する姿を描くか

10年後に目指すべき姿
としての目標地図

◇ 10年後に目指すべき農地の効率的・総

合的な利用の姿を明確化する地図を作成

（一筆毎に耕作者を貼り付け）

○ 市町村は、10年後に目指すべき農地の効率的・
総合的な利用の姿を明確化する地図を作成

○ 地図の作成に当たっては、一筆毎に耕作者を貼
り付け

○ 地図の作成時に受け手が直ちに見つからない等
最終的な合意が得られなかった農地については、
作成後も随時調整しながら反映

○ 目標地図が円滑に作成されるよう、集落におけ
る話合い等を支援

〇 毎年、農家負担ゼロの基盤整備事業・地域集積
協力金等の予算で後押しするほか、強い農業・担
い手づくり総合支援交付金等の予算に関し目標地
図の作成と関連付け

◇ eMAFF地図やタブレットなどデジタ

ル技術を活用し、目標地図の作成の負

担を軽減

○ 農業委員会は、eMAFF地図（農地ナビ）に、

タブレットを用いたアンケートで収集した出

し手・受け手の意向を反映させ、現状地図を

作成（デジタル化により事務局の手作業によ

る地図の作成は不要）

○ 出し手・受け手との調整は推進委員等が実

施（事務局は調整をサポート）

農地バンクの現地コーディネーターを増員

し、地域外の受け手候補の情報等を農業委員

会に提供するなど、農業委員会による現状地

図の作成に協力

○ 現状地図を基にして、農業委員会が、市町

村・農地バンクと協力して、eMAFF地図を活

用し、目標地図の原案を作成

○ 地域の内外から受け手候補を広く探して調

整できる仕組み等の整備（タブレット等によ

り把握した出し手・受け手情報のデータベー

ス化）

令和４年 令和７年

目標地図の作成の手順

現状

５

周知期間 作成期間

令和５年

目標地図



「人・農地など関連施策の見直しについて」
(令和３年５月25日農林水産省公表）

対応方向

２ 人・農地プラン

（３）人・農地プランについて、現場で取り組みやすい

環境を整備しつつ、地域で、それぞれの状況を踏ま

え、農地を具体的にどのように利用・活用していく

のか、農業生産をどのようにしていくのか等を話

合った上 で、農地の集約化に重点を置いて、地域

が目指すべき将来の具体的な農地利用の姿（「目標

地図」）を明確化する。

３ 農地バンク等

（３）地域の内外から受け手候補を広く探して調整でき

る仕組み及び都市部等に居住する相続人が引き継い

だ農地を安心して委ねられる仕組みを構築する。

 市町村は、人・農地プランの中で、集落の農地について「目標地図」を作成

（３年程度の周知・作成期間を設定）

 「目標地図」は、10年後に目指すべき農地の効率的・総合的な利用の姿を明

確化する地図として、農地の集約化等に関する基準に適合するよう作成

これは、農地の集約化に重点を置いて、生産の効率化等に向けた利用関係

（農作業受委託を含む）の再構築を通じて目指す具体的な農地の効率的・総合

的な利用の姿を表したもの（各農地について、認定農業者、多様な経営体、

サービス事業体等の利用者を明確化）

 地図の作成時に受け手が直ちに見つからない等最終的な合意が得られなかっ

た農地については、作成後も随時調整しながら反映

 目標地図が円滑に作成されるよう、集落における話合い等を支援するととも

に、毎年、農家負担ゼロの基盤整備事業・地域集積協力金等の予算で後押しす

るほか、一定の予算に関し目標地図の作成と関連付け

６



「人・農地など関連施策の見直しについて」
(令和３年５月25日農林水産省公表）

対応方向

 農業委員会は、地域内の農地の出し手・受け手等の情報を収集し、農地

バンク等の関係機関とワンチームとなって、「目標地図」の原案を作成し、

市町村が最終的に決定

地域内に受け手が不足する場合、農地バンクによる地域外の受け手

候補の情報等を活用

• 農業委員会は、eMAFF地図（農地ナビ）に、タブレットを用いたアン

ケートで収集した出し手・受け手の意向を反映させ、現状地図を作成

• 出し手・受け手との調整は推進委員等が実施（事務局は調整をサ

ポート）

• 農地バンクの現地コーディネーターを増員し、地域外の受け手候補

の情報等を農業委員会に提供するなど、農業委員会による現状地図の

作成に協力

• 現状地図を基にして、農業委員会が、市町村・農地バンクと協力し

て、eMAFF地図を活用し、目標地図の原案を作成

• 地域の内外から受け手候補を広く探して調整できる仕組み等の整備

（タブレット等により把握した出し手・受け手情報のデータベース

化）

 国において、目標地図作成の進捗状況や、先進的な作成の取組事例等を

公表し、各市町村における目標地図の作成を促進

７
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■販売金額別経営体割合（実数）

300万円未満 300万～500万円 500万～1,000万円

1,000万～ 3,000万円 3,000万～１億円 1億円以上

545 434 

839 
827 

1,384 
1,261 

0

500

1,000

1,500

H27 R2

■雇用者延べ日数

常雇 臨時雇い(千人・日)

18,270 12,389 8,675 6,415

27,790
26,645

23,875 20,307

60.3% 68.3%

73.3% 76.0%

0人

10,000人

20,000人

30,000人

40,000人

50,000人

H27 R2 R7予測 R12予測

■基幹的農業従事者数及び高齢者割合（65歳以上）

16～64歳 65歳以上 高齢者割合

46,060

39,034
32,551

26,722

7,026減
▲15％

6,483減
▲17％ 5,829減

▲18％

12,312減
▲32％

0千人

5千人

10千人

15千人

20千人

19歳

以下

20歳

代

30歳

代

40歳

代

50歳

代

60歳

代

70歳

代

80歳

以上

■年代別基幹的農業従者数と予測

H27 R2

R7予測 R12予測
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R2

■経営耕地面積規模別経営体割合（実数）

1ha未満 1～5ha 5～10ha 10～20ha

20～30ha 30～50ha 50～100ha 100ha以上

○ 経営耕地面積は97,970haで、５年間で2,822ha（2.8％）減少 ○ 販売金額1,000万円以上の割合は 8.0％ → 12.2％ に増加
【平均耕地面積3.0ha → 3.5haに拡大】 ○ 総販売額（推計）に占める販売金額1,000万円以上の

○ 10ha以上の経営体の割合は、５年間で4.1％ → 6.5％に増加 経営体のシェアは 52.9％ → 61.6％ に増加
○ 10ha以上の経営体に、４割の経営耕地が集積している状況

○ 基幹的農業従事者は、５年間で15％（７千人、１年で1,400人）減少 ○ 今後も50代、60代の基幹的農業従事者が大きく減少する見込み ○ 新規就農者は着実に増加しているが、基幹的農
○ 全国では、22％（39万４千人）減少 ○ 年代別では５年後、10年後には70代が最も多くなる見込み 業従事者の減少分をカバーするには至っていない
○ ５年後、10年後には、17％・18％減少し、今後10年間で32％(12千人）減少の見込み ○ 46％が雇用就農で、自営就農者は192人

※予測値は、コーホート・シェア・トレンド法による農業経営・所得向上推進課の独自推計

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

R2

■経営耕地面積規模別集積割合（シェア）

1ha未満 1～5ha 5～10ha 10～20ha

20～30ha 30～50ha 50～100ha 100ha以上
※ 販売金額は（農産物販売額別の経営体数×区分の平均値）で推計

597 
695 

0

250

500

750

H27 R2

■常雇の１経営体当たり

延べ雇用者数

(人・日)

○法人数は株式
会社が増加の大
部分を占める

○ 雇用延べ日数

は減少したが、１
経営体あたりでは
増加

農業人材の現状と課題 〜農林業センサスからの現状分析〜

① 基幹的農業従事者の減少と高齢化 ② 新規就農者の状況

③ 耕地面積、販売金額の推移 ④ 法人化の状況 及び働き手の状況

10ha以上の経営体
数4.1% → 6.5%

10ha以上の経営体
集積率30.6% → 39.2%

1,000万円以上の経営体
数8.0% → 12.2%

207 282
382

73

180

202

83

66

42

363

528
626

H22 H27 R2

■法人経営体数

その他法人
農事組合法人
株式会社等

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

R2

■販売金額別販売総額（推計）割合（シェア）

300万円未満 300万～500万円 500万～1,000万円

1,000万～ 3,000万円 3,000万～１億円 1億円以上

300万円未満の経営体
販売シェア16.7% → 11.0%

98増
+19％

100増
+35％

300万円未満の経営体
数67.6% → 57.0%

1,000万円以上の経営体
販売シェア52.9% → 61.6%

1

161 149 126
158 166

192
143

119 151 183

186 182
161

214

280
300 309

344 348 353 357

0人

100人

200人

300人

400人

H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3

■雇用就農者及び自営就農者数

雇用就農者 自営就農者

資料３



遊佐町
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②担い手への集積率の伸び率
（H26.3→R3.3）
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■農地集積率の推移と目標値
全国実績 山形県実績

人・農地プランの
目標が10ポイント

以上不 足

（％）

○ 一方、R５年度の県目標85％に対し、市町村の人・農地プ
ランにおける集積目標は73.1％と大きく乖離し、第４次元気
創造戦略の集積目標90％の達成は現状では困難。

○ 本県の農地集積率は、全国と比較して進んでいる状況（R2
末集積率:本県67.5％／全国58.0％）。集積率の伸びも全国に比べ
大きい（H25〜R2集積伸率︓本県＋16.4pt／全国＋8.4pt）。

○ 農地集積は、市町村間でバラツキがみられ、水田面積が多い市町村では比較的集積が進んでいる（庄内地域を中心に70%
超）が、特に中山間地や樹園地が多い市町村では、県平均集積率より低いところが多い（村山地域を中心に）傾向。

○ 一方で、集積の伸び率（H26.3〜R3.3）を見ると、樹園地や中山間地エリアが多い市町村で集積率が伸びている傾向。

畑･樹園地の集積率

水田の集積率

※水田集積率
75.7％

※畑･樹園地集積率
36.5％
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①担い手への集積率

【H26.3末】

【R3.3末】

○ 本県の農地集積率は、67.5％（全国第５位）と、
全国的にみても高い水準。

○ 本県の農地中間管理機構（農地バンク）の利用率は、
全国（11.8％）に比べて高いが、集積面積全体の約２
割となっている（19.9％）。
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■本県の農地バンクの取扱実績
村山 最上

置賜 庄内

集積面積のうち農地バンク利用率（県） 集積面積のうち農地バンク利用率（全国）

（ha） （%）

農地の集積・集約化の現状と課題

■ 国の目標
■ 県の目標（第４次元気創造戦略）

■ 現行の人･農地プランの最終年度目標

○ これまでは市町村としての集積・集約に着目されており、水田・樹園地などの農地の利用形態や平場と中山間地の別、
地域が抱える課題に着目した集積手法の評価・検証が不十分。

【出典】第4次農林水産業元気創造戦略（山形県）、日本再興戦略（H25.6閣議決定）、
担い手の農地利用集積状況調査（農林水産省）、農地等の利用の最適化の推進に関する指針の策定状況調査（同）

73.1

【出典】担い手の農地利用集積状況調査（農林水産省） 国土地理院承認（平14総複第149号）

【出典】農地中間管理機構の実績等に関する資料（農林水産省）
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■農地の集積率と伸び率（H25→R2）

● 水田が全耕地面積の90％以上を占める市町村
● 樹園地が全耕地面積の30％以上を占める市町村
赤字 中山間地が全耕地面積の50％以上を占める市町村

グループⅡ

グループⅠ

グループⅣ

（県全体︓67.5％）（ポイント）

（県全体︓17.5pt）
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○ H25から7年間の集積率（横軸）は、水田面積が多い市町村では比較的集約が進
んでいるが（グループⅠ、Ⅲ）、特に中山間地や樹園地が多い市町村では県全体の集
積率より低い傾向（グループⅡ、Ⅳ）。

○ 一方で、集積の伸び率（縦軸）を見ると、樹園地や中山間地が多い市町村で集積率
が伸びている傾向。

【出典】担い手への農地利用集積状況調査（農林水産省）、2015年農林業センサス（同）

③ 農地の集積率と集積の伸び率 ④ 農地中間管理機構の状況

① 農地集積の状況（山形県及び全国） ② 各市町村における農地集積の状況
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⑤人・農地プラン実質化の現状

人・農地プランの実質化とは

次の１〜３までの取組みが行われている人・農
地プランを「実質化された人・農地プラン」とす
る（※既に実質化している人・農地プランは除く）

１ アンケートの実施
２ 現況把握
３ 地区での話合い・将来方針の作成

※既に実質化している人・農地プランとは、
対象地区内の過半の農地について、近い将来の

出し手と受け手が特定されているプラン。
県内のプラン実質化の状況

令和３年12月末現在、603プランが作成されて
おり、569プランの実質化が完了（実質化率94％）
※年度内に全プランが実質化完了の見込み

実質化したプランの課題

○ 市町村によって、実質化したプランの完成
度に差がある。

○ プランに記載されている課題として、担い
手不足が多く挙げられている。

○ 地区の話合いによるプランの継続した見直
しが必要。



農業委員会等との意見交換を踏まえた今後の支援方針（たたき台）

〇 実質化された「人・農地プラン」に基づき、農地の集積・集約化を推進するため、関係機関の連携・支援体制の機能強化
〇 改めて「人・農地プラン」の理解を図り、各地域において実効性のある話合いを進めながら、目標地図を作成
〇 将来の農業のあり方、農地の効率的活用を見据えながら、農地の集積・集約化の推進、持続的な農地の有効活用を目指す

意見交換での主な意見 今後の対応方針（案）

人･農地など関連施策の見直しの対応方針（R3.12）

① 人・農地プランの位置づけの変更・法制化
○ 人・農地プランを市町村が策定する計画として法制化
○ 人・農地プランを地域の農地利用のマスタープランとし

て位置づけ
○ 農業者をはじめとした地域住民への、人・農地プランの

理解を促進
② 農地利用の姿「目標地図」の作成
○ 農地の集約化に重点を置いた、10年後に目指すべき農地

の効率的・総合的な利用の姿を見える化
○ 各農地について、認定農業者、多様な経営体、サービス

事業体等の利用者を明確化
○ 市町村は、人・農地プランの中で、集落の農地について

「目標地図」を作成（３年程度の周知・作成期間を設定）
○ 農業委員会は、出し手・受け手の情報を収集し、関係機

関とワンチームになって、市町村が決定する「目標地図」
の原案を作成

③ 農地バンクによる賃借運用の見直し
○ 農地バンクを経由する手法は、分散農地をまとめて借り受

け、農家負担ゼロの基盤整備等を通して一団の形で転貸す
ることで集約化の実現が可能であるため、農地バンク経由
の転貸を集中的に実施。地域集積協力金も活用。

○ 遊休農地・所有者不明農地も含め、目標地図内の農地を農
地バンクが幅広く引き受けられるよう、農地バンクの運用
を見直す。

④ 人の確保・育成
○ 県による各種サポート体制の整備
・ 就農サポート︓就農希望者への情報提供や就農相談等
・ 経営サポート︓円滑な経営継承に向けた専門家等による

支援等

人
・農
地
プ
ラ
ン
の
実
践

個
別
課
題
へ
の
対
応

今後の目指す方向性

・ プランの趣旨・目的の理解が不十分
で、十分な話し合いができていない

・ 行政等関係機関のフォロー体制が不
十分

・ 話合いの進め方がわからない

人・農地プラン

・ 農地の受け手となる担い手が不足
・ 新規就農者、多様な担い手に対する
支援が不十分

担い手の確保

・ 事務手続きの煩雑さ、利用条件の制
約で利用が進まない

・ 制度活用のメリットの周知が不十分

農地バンク

・ 機械化が難しく経営規模拡大が困難
・ 園主が離農するタイミングが把握し
づらい等の理由で継承が円滑に進ま
ない

樹園地

・ 集落の高齢化・人口減少により担い
手が不足し、耕作が放棄される農地
が増えている

・ 耕作条件不利地（小区画点在、アク
セス不便等）のため受け手がおら
ず、集積が進まない

中山間地

Ⅰ 人･農地プラン

Ⅱ 「目標地図」の実現に向けた集約化の促進

Ⅲ 人材の確保と育成

○ 実践に向けたオール山形体制での支援体制の充実
・ 推進体制の機能強化（農地集積・集約化プロジェクト会議の立上げ）
・ 県の推進体制を構成する関係機関が連携した地域伴走型支援を展開
・ 先行・優良事例の収集、事例発表会や優良事例集作成を通した県内への横展開
・ 地域の話合い活発化のための「話合いの進め方マニュアル」作成

○ 担い手の確保・育成に向けた支援の実施
・ 就農準備から経営発展の段階に応じた支援の実施
・ 集落営農の活性化、人材確保・機械導入等の支援
・ 新規就農者、女性農業者向け支援の充実
・ 就農後の経営発展をサポートする体制の強化

○ 農地バンクを活用した集積･集約化のさらなる推進
・ 農地バンク制度の役割、メリット等の周知の強化
・ 農地バンクの効果的な運用の方法を検討

○ 樹園地の継承支援
・ 円滑な樹園地継承に向けた検討部会を立ち上げ、現地検討会等を通した
園地継承の課題把握と有効な方策等の検討

・ 担い手への集積に向けた中長期ロードマップの作成 等

○ 中山間地における農地の保全･有効活用方法の検討
・ 交付金、補助事業等を活用した優良農地の維持・保全
・ 再生見込みのない遊休農地等の有効活用方法の検討（鳥獣被害防止
緩衝地帯の設置、太陽光パネル設置の可能性検討 等）

３

農業委員会等との意見交換の実施状況
【第１回目】
期 間︓令和３年７月下旬から８月上旬
相手先︓11市町村農業委員会及び農林担当課（酒田市、寒河江市、

上山市、長井市、天童市、尾花沢市、西川町、朝日町、
大蔵村、高畠町、三川町）

【第２回目】
期 間︓令和３年10月中旬から下旬
相手先︓７市町村農業委員会及び農林担当課（山形市、鶴岡市、

東根市、鮭川村、川西町、庄内町、遊佐町）
【第３回目】
期 間︓令和３年12月中旬から下旬
相手先︓５市町村農業委員会及び農林担当課（米沢市、村山市、

南陽市、最上町、舟形町）
【第４回目】
期 間︓令和４年１月下旬
相手先︓１市町村農業委員会及び農林担当課（小国町）
【今後実施予定】
期 間︓令和３年度内
相手先︓11市町村農業委員会及び農林担当課



農地の集積・集約化の推進に向けたスケジュール（たたき台） 
 
 
○ 山形県農地集積・集約化プロジェクト会議 

令和４年２月 10 日 第１回会議 

           ・ プロジェクト会議の立ち上げ 
           ・ 人・農地プランの実行に向けた支援体制の協議、意見交換 

３月中旬 第２回会議 

           ・ アクションプランの決定 
           ・ 令和４年度の具体的な活動内容の決定 

       ９月中旬 第３回会議 

           ・ 取組状況の共有 
・ 予算要求を見据えた次年度以降の支援方針案について協議 

令和５年３月中旬 第４回会議 

・ 令和５年度の具体的な活動内容の決定 

        
○ 地域支援チーム、個別課題解決チーム 

        随 時    地域支援チームによる支援（実施方法は今後検討） 

・ 地域の現状、課題を共有し、人・農地プランの実行に向けた話

合い、目標地図の作成を支援 

令和４年５月   樹園地継承検討部会会議（第１回） 

          ・ 樹園地継承の課題解決に向けた検討部会の立ち上げ 
          ・ 樹園地継承に向けた課題整理 

   ６月～７月   樹園地継承現地検討会 

           ・ 樹園地が抱える課題を現地にて検討 

        ９月   樹園地継承検討部会会議（第２回） 

           ・ 現地検討会を踏まえた園地継承の推進方策検討 
 

  時期未定   中山間地の課題解決に向けた検討会（実施方法は今後検討） 

           ・ 中山間地の有効活用方法（再生見込みのない遊休農地等の鳥獣緩衝

地帯としての利用）の可能性を検討 

 
○ その他 

  令和４年９月   優良事例研修会（仮） 

～10 月 ・ 人・農地プランの実行や農地の集積・集約化に向けた地域の特 
徴的な取組みについての事例発表型の研修会を通した優良事例

の横展開 

資料４ 


